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 (1) 学修意欲が低い 
 (2) 互いに助け合い、また競い合う環境下にない 














成を行った。クラス配分はそれぞれ野球部員に 2、サッカー部員 1、ビジネス学生 1、医療コース学
生 1 の合計 5 クラスに分けた。その結果、1 クラスは 10 人前後の編成である。 
基本的な方針を要約すると、 
 (1) 授業を受ける基本マナー(躾)の確立を徹底し、今後の学修に役立てる 




















表 1 補講通知書の一例 
日商簿記検定 3 級受験準備講座の案内 
平成 26 年 2 月 24 日（日）に実施される、第 136 回日商簿記検定試験 3 級の受験準備講座を 
下記の日程で開講します。受験を希望する学生は積極的に受講し、合格を目指してください。 
日程表 
月 日 曜 講 習 時 間（講義教室は 4403 教室） 
2 6 木 10：00～12：00 
 7 金 10：00～12：00 
 12 月 10：00～12：00 
 13 火 10：00～12：00 
 14 木 10：00～12：00 
 15 金 10：00～12：00 
 18 月 10：00～12：00 
 19 火 10：00～12：00 
 20 水 10：00～12：00 
 21 木 10：00～12：00 
 22 金 10：00～12：00 















表 2 日商簿記検定試験 3 級の受験者数と合格者数の推移 

















































34 2 0 0 2 1 38 0 3 1 2 0 27 1 3 1 











よると、言語教育は CD や DVD などを利活用する従来の LL(Language Laboratory)教室から、外で
も教育できるようにコンピュータによる支援を利活用する CALL(Computer Assisted Language 
Laboratory)教室へ、さらに CD や DVD、コンピュータ、プロジェクター、タブレット機器を組み合

























































































図 1 QFD の作成手順 
 
QFD は展開表と対応表によって構成される。 
 (1) 展開表：システムの品質要素を系統図で詳細を示した表(三角形部分) 




























 (1) 素材ネック  ：現存素材で要求を実現できない 
 (2) 工法ネック  ：既存方法で要求を実現できない 


































図 4 Q-Q’表 
 



























































合格率を上げたい ◎ ○ ○ ○ △ ○ ○ ビジネスで即戦力となる人を育成
会計士になりたい △ ◎ ○ ◎ ◎ 就職で有利
簿記に関する知識を身に付けたい ○ ◎ ◎ ◎ プロフェッショナルの養成
帳簿を使いたい ○ ◎ ◎ ◎



































































































生徒の成績管理 △ ◎ ○
授業カリキュラムの管理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ◎
質問対応 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ △ ○
スケジュール調整 ◎ ○ △
勘定科目の勉強 ◎ △ △ △ △ △ ○
計算の勉強 ◎ ◎ ◎ ○
仕分問題の勉強 △ ◎ △ △ △ △ ○

































































































成績管理システム ◎ ○ ○ ○ ○ △ ◎ ◎
授業カリキュラムの管理
総まとめ試験 ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ △ △ ○ ◎
質問対応
商品売買の説明 ◎ △ △ △ ○ △ △
スケジュール調整
目標までの計画管理 ○ △ △ △ △ ○ ○ ○
勘定科目の勉強
勘定科目の説明 ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○
計算の勉強
利息の説明 ○ △ △ △ △ ○
Excelの説明 ○ ○ ○ ○
関数電卓の使い方 ○ ○ ○ ○
仕分問題の勉強
仕分け方法の説明 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
損益計算書の勉強
B/Sの説明 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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